長崎県橋梁補修技術協会 設立趣意書
１．設立の趣旨
道路橋は、人々の日常生活や経済活動を支えるとともに、災害時には救援・復旧活動を担う重要な社会基盤です。特に長崎県は、複雑な地形、多くの離島、長い海岸線を有しており、地域と地域を結ぶ橋梁は、県民の生活、物流、観光、産業、防災等を支える極めて重要な役割を担っています。
一方、長崎県内の橋梁は今後、本格的な老朽化の時代を迎えます。
長崎県が令和7年3月に策定した「長崎県橋梁長寿命化修繕計画（第三期）」では、県が管理する道路橋は2,125橋にのぼります。また、建設年が判明している橋梁のうち、建設後50年以上を経過する橋梁は現在約40％であり、今後20年間で約73％にまで増加することが見込まれています。
これは、これまでの「橋を造る時代」から、既存の橋を適切に点検し、補修し、長く安全に使い続ける「橋を守る時代」へと大きく転換していることを意味します。
長崎県においても、従来の事後保全的な維持管理から予防保全型の維持管理へと転換することで、今後50年間に約3,700億円の維持管理コスト縮減が見込まれており、適切な時期に適切な技術で橋梁を維持・補修していくことは、安全確保のみならず、将来の県民負担を軽減する上でも極めて重要となっています。
また、国土交通省が公表した最新の道路メンテナンス年報によれば、長崎県内の地方公共団体が管理する橋梁のうち、2014年度から2025年度までに点検された9,668橋について、約50％が「予防保全段階」、337橋が「早期措置段階」、4橋が「緊急措置段階」と判定されています。
橋梁の長寿命化は、今後長崎県において避けて通ることのできない重要課題であると考えます。
２．長崎県の橋梁を取り巻く特殊な施工環境
橋梁工事は、単一の技術によって成り立つものではありません。鋼構造、コンクリート、PC、塗装・防食、断面修復、ひび割れ補修、橋面防水、支承、伸縮装置、舗装、足場・仮設、非破壊検査、点検・診断など、多くの専門技術と技能によって１つの橋梁が維持されています。
加えて長崎県は、多くの地域が海に面し、離島も数多く抱えています。海塩粒子による鋼材の腐食やコンクリート構造物への塩害、高所や海上での作業、強風、交通規制、狭隘な施工空間、資機材搬入の制約など、橋梁の施工・維持管理には地域特有の厳しい条件があります。
したがって、長崎県の橋梁を将来にわたり安全に守っていくためには、単に「土木工事」「塗装工事」といった個別の業種だけではなく、橋梁という構造物を総合的に理解し、それぞれの専門技術を適切に組み合わせることができる人材・企業・技術力を地域に蓄積していくことが不可欠です。
３．橋梁専門技術の評価と適正な施工環境の確立
現在、長崎県における橋梁補修工事の発注を見ると、工事内容に応じて「一般土木工事」「塗装工事」「アスファルト舗装工事」等の既存工種に分類されています。
例えば、橋梁の排水装置や伸縮装置の取替えを含む橋梁補修工事が「一般土木工事」、橋面防水工が「アスファルト舗装工事」、橋梁塗装が「塗装工事」として発注されるなど、同じ橋梁補修であっても、その内容に応じて複数の工種に分かれています。
こうした制度上の分類自体には一定の合理性がある一方、橋梁補修は本来、多岐にわたる高度な専門技術を組み合わせて行うものであり、「橋梁」という専門分野そのものが１つの体系として認識されにくい側面があります。
また、橋梁工事では一般的な施工に加えて、高所作業、特殊足場、交通規制、飛散防止・環境対策、安全設備、特殊材料・機械、熟練した技能者、専門的な施工管理等が必要となる場合があります。
これらの技術、技能、安全対策及び施工条件が十分に理解されないまま工事費が検討された場合、実際に必要となる技術料、労務費、材工費、安全管理費等との間に乖離が生じることも懸念されます。
国においても、建設工事の総価一式契約の中では労務費の相場が見えにくく、材料費と比較して労務費が削減されやすいことなどが課題として認識されています。これを受け、令和7年12月からは「労務費に関する基準」が導入され、適正な労務費を確保し、技能者の処遇改善につなげる新たな制度が進められています。
本会は、単に工事価格の引き上げを求めることを目的とするものではありません。橋梁工事に必要となる技術、技能、人員、資材、安全対策、施工条件等について調査・研究し、施工者、発注者、設計者をはじめとする関係者が相互に理解を深めることにより、適正な技術評価、適正な積算、適正な施工環境及び品質の確保につなげることを目指します。
適正な対価の確保は、企業利益のみを目的とするものではなく、優れた技術と人材を地域に残し、将来にわたり安全な橋梁を維持するために必要な基盤であると考えます。
４．技術者・技能者の育成と「職人」の地位向上
橋梁を実際に支えているのは、現場で働く技術者・技能者、いわゆる「職人」の存在です。
橋梁工事に携わる職人には、鋼材加工、溶接、ボルト施工、塗装・防食、ブラスト、コンクリート補修、支承・伸縮装置、橋面防水、特殊足場、高所作業など、それぞれの分野において高度な知識、経験及び技能が求められます。
橋梁は、数十年、時には100年以上にわたり地域社会を支える重要な構造物です。その橋梁を補修し、安全な状態で次の世代へ引き継ぐ仕事は、高い専門性と大きな社会的使命を持つ仕事であると考えます。
一方、建設業には長年にわたり「きつい・汚い・危険」という、いわゆる3Kのイメージが根強く存在し、現場で高度な専門技能を発揮する職人の社会的価値が十分に認識されているとは言い難い状況があります。また、長崎県においても建設業就業者の高齢化が進んでおり、将来にわたって橋梁を維持していくためには、現在の技術・技能を次の世代へ確実に継承するとともに、新たな担い手を確保していくことが急務となっています。
近年、国土交通省では、従来の3Kから「給与がよく、休暇が取れ、希望が持てる」という新3Kへの転換が掲げられ、建設現場で働く人々の処遇改善や、仕事への誇り、魅力、やりがいの向上が進められています。
本会では、これらにさらに「かっこいい」という価値を加えた、「給与・休暇・希望・かっこいい」の4Kを１つの目標として掲げ、若い世代や地域社会から選ばれる橋梁補修業界を目指します。
ここでいう「かっこいい」とは、単に外見だけを意味するものではありません。
専門的な技術を身につけ、自らの仕事に誇りを持ち、仲間と協力しながら地域の重要なインフラを守る姿そのものが、社会から尊敬される「かっこいい仕事」であると考えます。
その一方で、安全性、機能性、デザイン性を備えた作業着や装備を身につけ、職人自身が誇りを持って働ける環境を整備することも、建設業のイメージ向上や担い手確保において重要です。
そのため本会では、施工企業だけでなく、作業着メーカー、保護具・安全用品メーカー、資材メーカー、機械メーカー等、建設現場を支える幅広い企業との連携も視野に入れ、より安全で快適、かつ魅力ある現場環境づくりについて研究・情報発信を行います。
また、橋梁に携わる技術者・技能者を単なる「作業員」としてではなく、「地域の重要インフラを守る専門技能職」として社会に広く発信し、その技術力、経験及び仕事の価値が正当に評価される環境づくりに取り組みます。
具体的には、技術講習会、現場見学会、技能継承の機会づくり、資格取得支援、学校や若年層への情報発信などを通じて、橋梁補修の仕事が持つ専門性、社会的重要性及び魅力を積極的に伝えてまいります。
そして、現場で働く人々の処遇改善、安全・健康の確保、職場環境の向上、専門技能の適正な評価を進めることにより、
「橋梁の仕事に誇りを持てる」
「橋梁の職人を目指したいと思える」
「安全で機能的な作業着や装備を身につけ、かっこよく働ける」
「家族や地域に誇れる仕事である」
という橋梁補修業界を実現することを、本会の重要な使命の１つと考えます。
５．業種を越えた橋梁関係者の連携
長崎県内には、建設業、鉄構、塗装、舗装、測量・設計、建設コンサルタント、コンクリート製品等、それぞれの分野を対象とした業界団体が存在しています。
一方、現在の長崎県建設産業団体連合会の構成23団体を見る限り、「橋梁」という１つの社会インフラを中心として、施工、補修、塗装、防食、点検、設計、材料等の関係者を横断的に結ぶ県単位の専門団体は確認できません。
今後急速に橋梁の老朽化が進む中では、それぞれの企業が個別に技術力を高めるだけではなく、異なる専門分野を持つ企業・技術者が相互に学び、情報を共有し、地域全体として橋梁補修技術を高めていく仕組みが必要です。
そこで私たちは、長崎県内の橋梁補修に関係する企業、技術者、技能者及び関係者が業種や企業の垣根を越えて連携できる場として、「長崎県橋梁補修技術協会」を設立することといたしました。
６．本会が目指すもの
本会は、橋梁に関する企業相互の利益のみを目的とする団体ではなく、長崎県の社会インフラを将来にわたり安全かつ持続可能な形で維持していくための専門団体として、次の活動を推進してまいります。
一、橋梁の点検、補修、補強及び維持管理に関する技術の向上
一、橋梁補修に関する技術情報、新工法及び施工事例の調査・研究並びに情報共有
一、橋梁工事に携わる技術者・技能者の育成及び技能継承
一、橋梁職人をはじめとする建設技能者の社会的地位及び処遇の向上
一、若年者をはじめとする次世代の担い手確保及び建設業のイメージ向上
一、橋梁補修工事に必要となる専門技術、労務、資材、安全対策及び施工条件に関する調査・研究
一、橋梁補修工事における適正な技術評価、積算、施工環境及び品質確保に向けた関係機関との相互理
解の促進
一、橋梁に関する安全施工及び労働災害防止の推進
一、災害発生時における橋梁及び道路インフラの早期復旧に向けた協力体制の構築
一、国、長崎県、市町その他関係行政機関、大学等教育研究機関及び関係業界団体との連携
一、橋梁の重要性及び橋梁補修に携わる仕事の社会的価値についての県民への情報発信
これらの活動を通じ、橋梁補修に関する専門技術を長崎県内に蓄積し、その技術を次世代へ継承するとともに、橋梁に携わるすべての人が誇りを持って働くことのできる産業環境の形成を目指します。
７．結び
橋は、完成した瞬間だけ価値を持つものではありません。
地域と地域を結び、人と物を運び、日々の暮らしを支え、災害時には命をつなぐ道として、何十年にもわたりその役割を果たし続けます。
そして、その橋を安全に守り続けるためには、確かな技術と経験を持つ企業、技術者、技能者の存在が欠かせません。今後、長崎県内の橋梁の老朽化が急速に進む中で、橋梁を守る技術と人材を地域から失うことは、将来の県民生活に大きな影響を及ぼすことになります。
私たちは、長崎県の橋梁補修に携わる者が互いの専門性を尊重し、企業や業種の枠を越えて力を合わせることにより、長崎県の橋梁を安全に次の世代へ引き継いでいきたいと考えております。
また、橋梁を支える技術者・技能者の仕事が正当に評価され、若い世代が希望と誇りを持ってこの仕事を選択できる産業をつくることも、私たち現役世代に課せられた責務であると考えます。
ここに、長崎県橋梁補修技術協会の設立を発起し、本趣旨にご賛同いただける企業、団体及び関係者の皆様に、広くご参加とご協力をお願い申し上げます。
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